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I ．研究目的
今日、体育の指導では諸体育運動を通して、広
く人間の生活•生存の場への適応能力を計画的に
高めていくことが、重要な課題の一つになるとい
うとらえ方に立つことには異論がないように考え
られる。
すでに、われわれは長年にわたり、人間が幸福
に生きるために欠くことのできない体育を発想の
転換を図りながら理論的・実践的に追求して、得
られた結論に基づき現状の学校体育指導の実態を
つぶさに検討してみると、体操、スポーツ、ダン
スなどの技能を高めること、またそれを行うこと
の楽しさの体験に重点が置かれすぎ、人間の生活・
生存への動きの適応能力の向上をはじめとして、
体育に期待される人間形成指導の役割を十分呆た
していないことに気づかされた。
では、なぜ体育指導がそのような方向に流され
ていくのかということについて考察してみると、
第一に体育やスポーツのとらえ方・在り方が共通
理解できるような方向で確立されていないこと、
したがって第二に指導内容・指導法・評価法も共
通理解のできる方向で確立できにくいことが、そ
の大きな原因としてあげられよう。
本研究は、われわれが確立した体育のとらえ方・
在り方からして体育の指導内容として最も重要で
あると考えられる、生活•生存に要求される基礎
的動きの体系的な確立に関する研究の一環として
取り組んでいる研究内容の中で、現在学校体育の
指導内容に位置づけられ指導の対象となっている
各種スポーツのうち剣道、バレーボール、バスケッ
トボールに着目し、それぞれのスポーツに内在す
る基礎的動きを抽出することにある。
II. 研究方法
われわれは、人間の生活•生存に要求される基
礎的動きを内在した体育運動の体系的確立のため
の研究の推進の枠組みを研究してきたが、その結
呆得られたチャートが図 l に示す体育運動の体系
的確立のための研究チャートである。また、人間
の生活•生存に要求される基礎的動きの確立には、
体育運動に内在させる基礎・基本的なことのとら
え方・在り方の確立が欠くことのできない条件に
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なる。そこで衣 l に示す体育連動
ツ）に内在させる甚礎・基本的なことのとらえ方・
在り方を究明しだ。さらに、図 2 に小すように、
体育連動の体系的なとらえ力についても明確なと
らえ方を確立した。ここではこれら図 l 、
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m．研究結果とその考察
人間の生活•生存に要求される基礎的動きの体
系的確立という視点から、各種休育運動（体育的
スポーツ）を検討する場合、まずそれそれの種日
の練習手段に着目して分析・検討する必要かある。
1. 剣道
剣道における基礎的動きを体系化する場合、ま
ず練晋手段を大きく竹刀操作の動きと対人的動き
に大別してとらえることが有効であると考えられ
る C〉
（じ竹刀探作の動き
竹）J採作の動きに閃連させて練晋手段を検討し
てみると、体さばき、足さばき、素枷り、某本打
ちかあけられよう C，これらの練習手段に着日して、
剣道そのものに含まれている悲礎的動きの体系化
を図ってみると、次のようになると考えられる、9
重心のトド動をなるべく少なくして、ス
ムーズに移動する動合
ア．）」社、としては歩み足、迅り足、継苔足、
間苔足かあけられる。 イ．移動する方向として
は前逆、後退、側）」 （石側、左側）、窟I め袖方、
斜め後方等360度にわたる方向か移動 11」能てある J
ウ．身体各祁位の使い力は足指、足首、ひさ、
あこ、等の細かな身イ本部位から HI吋休、腰、脚等の
令休にわたる使い方のハランス、リズム、スピー
ド、タイミングがあげられる。
③ 竹刀を掠りあけ、オ択りおろし、打突する
動ぎ
ア．竹刀の持ち方、握り方、椛え力、イ．竹
))を枷りあける動彦、ウ．竹刀を枷りおろして踏
み込んで打突する動き、これらア～ウの.連の動
ぎが一挙に完［することが重要なポイントになる C
工．打突する部位は面（止面、右面、左面）、小
手、胴（石桐、左桐）、突きかある、，オ． 身体部
位については大きく腑、胴、頭、脚の各祁位をハ
ランス、タイミング、リズム、切り換えがスムー
ズにできることが要求される。力．相手の竹刀の
動きに対応した竹刀採作としては払い技、 ~I き技、
すりあけ技、返し技、抜き技、打ち落とし技の錬
習手段があけられる。
12) 対人的動苔
対人的動きに関連させて練習手段を検討してみ
ると、人に対応した竹））採竹と身体採作の協応と
いうことがあげられよう。そこて具体的に合まれ
ている基礎的動きの体系化を相手に着目して 1叉J っ
てみると次のようになる C‘
① イ本格は、自分よりかなり大合い場合、 日
分と同し位の場合、日分よりかなり小さい場合か
あげられるい
技能水準は、 [1 分より段位か上の場合、
日分と同し場合、日分よりドの場合と、日分より
強い場合、自分と 1i/j じ場合、自分より弱い場合か
あけられる、）
動き方の特徴として、自分と動合））か似
ている場介と氾う場合、例えはよく動く場合、あ
まり動かない場合、特徴的な動合）j をする場介か
あけられる c
相手の竹刀の動きとしては、剣先か下かっ
たところ、剣先かlこかったところ、剣先が正中線
からはずれたところかあげられる 3
間合いは、遠間の場合、近間の場合、
足一刀の間合いの場合があけられる
糀えは、 l．段の構えの場合と中段の構え
の場合かあけられるー＼丁 相手の動ぎとしては、
動作の起こり頒、枝の只ぎたところ、屈ついだと
ころ等があけられる｝
｝ミ 2 は、上述した内容をまとめて示したものに
なっている J
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表 2 剣道の甚礎的動き
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2. バレーボール
バレーボールにおける基礎的動きを体系化する
場合、剣道と同様にまず練習手段に着目して、ボー
ル操作の動きとボールを持たない時の動きに大別
してとらえておくことが有効であると考えられる。
(1) ボール操作の動き
ボール操作の動きに関連させて練習手段を検討
してみるとサーブ、レシーブ、パス（トス）、ス
パイクがあげられる。これらの手段に着目して、
バレーボールに含まれている基礎的動きの体系化
を図ってみると次のようになる。
① サーブ
サープについては、相手チームの構成員の動き
をみて打つ場合と相手チームにとらわれないよう
に打つ場合とがある。具体的には、
ア．ボールの打ち方として上手打ち、横手打
ち、下手打ちがあげられる。
イ．ボールの方向としては天井高く、ネット
すれすれ、手元でのびる、手元で落ちる、ライン
際、相手のすきをねらった、等の方向があげられ
る。
ウ．ボールの回転のかけ方としては速い囮転、
ゆっくりとした回転、逆回転、回転なし、等があ
げられる。
工．助走は、その場から打つ場合と助走して
打つ場合があげられる。
カ．身体部位の使い方としては腕、胴体、脚
のそれぞれの細かな動きとそれら全体のバランス、
リズム、タイミングが重要なポイントになる。
② レシーブ
レシーブについては、相手のコートからのボー
ルを操作する動きと次の攻撃にうつれるように受
ける場合とが含まれる。具体的には、
ア、ボールが落下する位置へすばやく移動す
る動きがあげられる。ボールが落下する位置とボー
ルのスピード、ボールの回転をすばやく予測して
自分がどのように動いたらよいのかを判断するこ
とが要求される。
イ．ボールコントロールをして、扱いやすい
ボールに変え、ボールを味方に移動させる動きが
あげられる。味方チームの構成員の位置や自分の
位置をみて、ボールを移動させる方向を判断する
ことと次の動きをすばやくスムーズにできるよう
にする動きの知恵が要求される。
③ トス（パス）
パス（トス）については、味方の構成員にボー
ルを移動させる動きで一番良い攻繋ができるよう
につなげるようにすることがポイントである。具
体的にはボールのスピード、方向、身体部位の使
い方があげられ、相手チームと味方チームの構成
員の位置や動きをみて、ボールを移動させる方向
やスピードを判断することと次の動きをすばやく
スムーズにできるようにする動きの知恵が要求さ
れる。
④ スパイク
スパイクについては、相手コートヘボールを返
す動きで、相手が受けられないようにすることが
ポイントである。具体的には、
ア． トスされたボールが落下する位置へ移動
する動きがあげられる。ボールの落下位置とボー
ルのスピード、ボールの回転などを予測して移動
しジャンプする。その際味方チームの構成員と相
手チームの構成員の位置と動きをみて自分の動き
を判断することが重要になる。
イ．ボールを打って相手コートヘ返す動きが
あげられる。相手チームの構成員の位置や動きを
みてボールを打つ方向や強さを判断し、ブロック
されてもすぐに対応できるように次の動作がすば
やくスムーズにできるようにすることがポイント
になる。身体各部位の使い方としては、腕、胴体、
脚の細かな動きとそれらのバランス、 リズム、 タ
イミング、リラクゼーションが重要なポイントに
なる。
(2) ボールを持たない時の動き
ボールを持たない時の動きに関連させて練習手
段を検討させてみると、相手チームにボールがあ
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る時の構え、動き、動きの知恵と味方チームにボー
ルがある時の構え、動き、動きの知恵とがあげら
れる。したがって、これらの練習手段に着目した
バレーボールに含まれている基礎的動きの体系化
を図ってみると次のようになる。具体的には、
① 相手チームにボールがある場合としては、
サーブを打ってくる時のサーブレシーブの時、相
手チームがレシーブした時、相手チームがまだ攻
撃体勢にはいっていない時、相手が攻撃しようと
している時があげられ、それらの場面場面におけ
る構え、動き、動きの知恵が要求される。
② 味方チームにボールがある場合としては、
サーブレシーブをした時、ボールまわし（トス）
の時、攻撃しようとしている時、ブロックした時、
味方の構成員が失敗した時があげられ、それらの
場面毎に構え、動き、動きの知恵が要求される。
表 3 は上述の内容をまとめて示したものになっ
ている。
表 3 バレーボールにおける基礎的動き
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3. バスケットボール
バスケットボールにおける基礎的動きを体系化
する場合、剣道、バレーボールと同様にまず練習
手段に着目して攻撃の動き、防御の動きに大別し
てとらえておくことが有効であると考えられる。
(1) 攻撃の動き
攻繋の動きに関連させて練習手段を検討してみ
ると、ボールを扱う動き（ドリプル、ボールキー
プ、シュート、パス等）とボールを持たない時の
動きがあげられる。これらの手段に着目してバス
ケットボールに含まれている基礎的動きの体系を
図ってみると次のようになる。
① ボールを扱う動き
ア． ドリブルは、ボールをついて保持する場
合とボールを述ぶ場合がある。味方や相手チーム
の構成員の位置や動きをみてボールを迎ぶコース
や速さを判断し、身体全体を使ってボールを相手
にとられないようにカバーすること、そしてすば
やく次の動作ができるようにすることがポイント
になる。
イ．ボールキープは、身体全体を使って相手
にボールをとられないようにカバーすることと味
方と相手チームの構成員の位置や動きをみてすば
やく次の動作ができるようにする動きの知恵が要
求される。
ウ．シュートは、ボールをゴールに向かって
投げ入れる動きで、具体的にはゴールまでの距離、
ゴールの方向、シュートするときの固囲の状況に
よって動きは変化してくる。そして味方と相手チー
ムの構成員の位置や動きをみてシュート方法を判
断することとすばやく次の動作に移れるようにす
る動きの知恵が要求される。
工．パスは、味方構成員にボールを投げ渡す
動きで、味方と相手チームの構成員の位置や動き
をみてボールを投げ渡す相手、方法、スピードを
判断し、すばやく次の動作に移れるようにする動
きの知恵が要求される。
② ボールを持たない時の動き
ボールを持たない時は ア．ボールを持った
人の位置や動きに対応した動き イ．味方構成員
の位置や動きに対応した動き ウ．相手チームの
構成員の位置や動きに対応した動きが要求される。
(2) 防御の動き
防御の動きに関連させて練習手段を検討してみ
ると、ボールを持った人に対しての動きとボール
が自分の前にない時の動きがあげられる。
① ボールを持った人に対する動き
具体的にはア．シュートに対する動き イ．パ
スに対する動き ウ． ドリブルに対する動き、そ
の他の動きに対する動きがあげられる。
② ボールが自分の前にない時の動き
この場合ア．相手チームの構成員に得点させな
いようにすること イ．味方構成員がボールをと
れるようにすること、 ウ．身体接触をしないよ
うにすること エ．味方と相手チームの構成員の
位置や動きをみて、自分の位置や動きを判断する
こと オ．すばやく次の動作に移れるようにする
動きの知恵が要求される。
表 4 は上述の内容をまとめて示したものになっ
ている。
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表 4 バスケソトホールの基礎的動き
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N まとめ
われわれは、共同研究者の広椅、金原を中心に
して、人間が真に幸福に生苔るだめに欠くことの
てぎない休行を坪論的・実践的に追求して苔だか、
われわれのとらえ方に且11 した体育の内容として欠
くことのて苔ない、人間の生活•生存のための一止
礎的動苔かいまた卜分に休系的に確立されていな
い点に人苔な間心を持つことになり、そのイ本系的
究明に収り糾むことになど）だ 木研究もそのー扇
であり、剣姐、ハレーボール、ハスケソトホール
に着日してそれそれの {if1| | 0) 凡礎的動苔の休系化
をぶみたものである n
得られた鈷果は、入に示すように叶常に素朴な
ものてあると若えられるか、これらを払礎として
生活・牛介の場て要求される動苔どの閃連を更に
探り、ここに収り 1けた種日の動ぎか人間のLJ泊・
生仔にとのように頁献しているかを究明しだし、と
ぢえている，
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